
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社の考えるベースアップの要素： 

・生産性向上分の成果配分 ・物価上昇による生活維持向上分 

・社会状況の変化     ・賃金上の課題考慮  などに、柔軟に対応していくもの 
 

JR 東労組 
中央闘争委員会 

 

２０１８年 

 ２月２３日 

No.８ 

今回の交渉は、２０１４年の春闘から続く労使の紛争状態を解決するための重要な場で
ある認識を労使で合わせました。その上で、われわれの求めている「所定昇給額を算出基礎
としないこと」を迫るため、第１項、第３項、第２項の途中まで議論を行いました。 

ベースアップを実施するにあたって、これまでベースアッ
プの算出基礎にしてきた「所定昇給額」にこだわらないこ
とを確認！ 

物価上昇に伴う生活維持向上分
は誰にも等しく影響する要素だ

物価上昇は全員に等しく
降りかかるものだ

  

 

 

一律定額の実施 毎年度議論を行い決定 

17 春闘における到達点 

 所定昇給額による 

手法にこだわらない 
こだわらない   

職責に応じた処遇は 

手当で行う 

手当の見直しだけで 

対応するものでは無い 


